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研究成果の概要（和文）：23人の研究分担者が国内外の研究協力者と共に、中・近世ヨーロッパのほぼ全域にわたり、
帝国、王国、領邦、都市と都市国家、地方（農村）共同体、教会組織における、紛争と紛争解決を重要な局面とするコ
ミュニケーションのプロセスを、そうした領域・組織・政治体の統合・秩序と不可分の、あるいは相互関係にある事象
として比較しつつ明らかにした。ここで扱ったコミュニケーションとは、紛争当事者の和解交渉から、君主宮廷や都市
空間における儀礼的、象徴的な行為による合意形成やアイデンティティ形成など、様々なメディアを用いたインタラク
ティヴな行為を包括している。

研究成果の概要（英文）：23 scholars and some collaborators from Europe studied the various communication p
rocess in empire, kingdoms, principalities, cities and city states, local communities, and ecclesiastical 
organization in late medieval and early modern Europe from comparative viewpoint, focusing on conflicts an
d conflict resolutions. These studies covered almost all the parts of Europe, and clarified that such comm
unication process was correlated with the integration and order of the concerned polities and communities.
 
   The conception of communication in this research project refers to various interactive behavior, such a
s negotiation for settlement, ritual and symbolic performance for making consensus in the court of princes
 and building collective identity in the public space of the city. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）欧米における 1980年代の法人類学の
紛争研究の影響下に、ヨーロッパ中・近世史
において紛争をテーマとする研究が盛んにな
ると同時に、90年代からはドイツを中心にコ
ミュニケーションを鍵概念とするプロジェク
トや論集が多数現れた。 
（２）研究代表者はこうした欧米、とくにド
イツの研究プロジェクトに参加し、個人でも
中世ドイツの政治秩序を、国王、貴族、諸侯
の紛争と紛争解決、国王宮廷における儀礼や
象徴的行為をともなう合意と政治的意志形成
のコミュニケーション・プロセスとして捉え
ようとする研究を進めた（基盤研究 C、H.18- 
20年）。そのなかで紛争と紛争解決をも含む
コミュニケーション・プロセスと秩序のイン
タラクティヴな関係を捉える研究を、ヨーロ
ッパ全体に広げ、様々な歴史領域で比較考察
することが有益と考えるに至り、科研最終年
度の前年度に本科研による共同研究へと再編
成した。 
 
２．研究の目的 
（１）中・近世のヨーロッパ各地域において、
様々なコミュニティや政治組織・領域（帝国、
王国、領邦、都市と都市国家、農村共同体、
教会組織など）におけるコミュニケーション
の実態（メディア、プロセス、参加者、影響）
を実証的に考察し、そうしたコミュニケーシ
ョンが、各地域の政治体、組織、共同体の秩
序と密接な相互関係にあったことを明らかに
する。 
（２）そのようなコミュニケーションの事例
としては、様々な社会レベルでの紛争と紛争
解決におけるインタラクティヴな、また象徴
的な行為、そして国王・諸侯宮廷、都市空間
における儀礼やセレモニなど、言語・非言語
的、身体的メディアを用いたパフォーマティ
ヴな行為が重要な意味を持っていたことを重
視する。 
 
３．研究の方法 

(1) 国家・社会・共同体の日常的な秩序を
支えるコミュニケーションの諸形態、(2)紛争
と紛争解決におけるコミュニケーション、の
両局面を念頭に置きつつ、主に次の四点を重
点的な考察対象とする。①国家の統合に関わ
る君主宮廷における政治的コミュニケーショ
ン、②中・近世の国家内の、そして国家を跨
ぐ様々な中間団体（都市・地域）の自律性や
アイデンティティの基盤となるコミュニケー
ション、③教会における紛争とコミュニケー
ション、④コミュニティとマイノリティ。 
（２）英・仏・独・伊・東欧・北欧・ビザン
ツ史の専門研究者に研究分担を依頼し、また
類似のテーマでヨーロッパ最大のプロジェク
トを指導してきたミュンスター大学の G・ア
ルトホーフ、B・シュトルベルク・リリンガ

ー、ミラノ大学の G・キットリーニの３人を
研究協力者として助言を受ける。 
 
４．研究成果 
（１）本研究は、年 2回の全員が出席する研
究会の他、2011 年度末にはヨーロッパの研究
協力者 3人を招聘して国際シンポジウムを行
った。また 2014 年 3月には本科研とトレント
のイタリア史・ドイツ史研究所の共催で研究
集会「中世後期・近世のアルプスにおける共
同体と紛争」を開催、代表者と分担者、協力
者 4人が発表を行った。前者の成果は
Political Order and Forms of Communication 
in Medieval and Early Modern Europe, Y. 
Hattori (ed.), Rome 2014 として刊行し、後
者の成果もトレントの研究所から論集として
刊行予定である。この他、数回の外国人研究
者を招聘しての講演会を持ち、また研究代表
がミラノ大学、ミュンスター大学で講演会、
ワークショップを企画し、さらに分担者がリ
ーズの国際中世学会でセッションを組んだ。 
 
（２）最終成果は以下のように総括され、今
年度中に論文集として刊行する。 
①宮廷におけるコミュニケーションと政治秩 
中世の宮廷は「君主とともに移動する宮廷」
と「首都に固定された宮廷」に類型化される
が、「移動」「固定」は相対的な区分でもあ
る。ドイツ国王は中世を通じて「巡行統治」
を続けたが、中世盛期以後の英仏国王も首都
宮廷（宮殿）に留まって王国を統治したわけ
ではなく、首都コンスタンティノープルが圧
倒的な中心地機能を帯びるビザンツ帝国の皇
帝も同様であった。中世の支配者（国王・皇
帝）は自身の身体をメディアとして、移動と
各地域でのプレゼンスによりコミュニケーシ
ョンを行っていた。その要点を記せば、各々
の宮廷集会における国王と有力貴族、諸侯の
直接的な接触、パーソナルなコミュニケーシ
ョンの王国統合（政治秩序維持）における機
能は、折々の集会開催地、参集した貴族と、
合意事項が記された国王証書の内容からわか
る。さらに年代記等を用いることにより、宮
廷集会以前のインフォーマルな交渉により当
事者間の合意が成立し、宮廷でその結果を公
にする事例も稀ではない。また宮廷内外のコ
ミュニケーションにおいては、オーラル、文
書、儀礼、祝祭など言語、非言語のメディア
が複合して重要な役割を果たしていた。宮廷
は合議と決定の場である以上に、有力者たち
の交わりの場であり、合意をデモンストレー
ションする劇場空間でもあった。他方で帝都
コンスタンティノープルと宮廷はしばしば争
いの場でもあったが、その際にも反乱軍の城
外待機、内部での政変発生、現職皇帝失脚、



退位という定型化されたコミュニケーショ
ン・プロセスが見られた。 
②地域の紛争・紛争解決と国家（都市国家・
王国・帝国）の秩序形成 
中・近世ヨーロッパ諸国においては村落共
同体、大小の政治的領域、都市、同盟などの
中間団体や下位組織が、国家権力に対して一
定の自律性を持ち、独自の慣習により秩序を
維持していた。自治と自律的秩序（平和）維
持は表裏一体であった。中・近世ヨーロッパ
の各地域における多様な政治と社会の枠組み
（王国、領邦、都市、農村、およびこれらの
同盟・ネットワーク、その他の地域共同体）
や上位権力への帰属関係はなお流動的で固定
化されず、当該地域の自立的秩序維持能力や、
これを支えるコミュニケーションの実態に規
定されていた。具体的には、広域的、そして
地域（共同体）的な社会のレベルで生じる紛
争と紛争解決の繰返しが、当該社会の秩序規
範にも影響を与え、またそのような紛争を含
み込んだ秩序維持慣行が機能不全に陥った場
合、あらたな広域的政治秩序への再編が進ん
だ（ボルドーとイングランド王権、アイスラ
ンドとノルウェイ王権など）。複合的国家、
連邦国家的な性格を強める近世神聖ローマ帝
国における帝国裁判の、地域間結合機能、あ
るいは広域的秩序化機能も、政治的コミュニ
ケーションと秩序のインタラクティヴな関係
を示している。また近年、政治的秩序構築へ
の貢献が評価されているイタリアの党派につ
いては、ミラノのヴィスコンティ国家形成期
における地域の党派が、地域と中央の間のコ
ミュニケーション回路として機能し、ミラノ、
地方中心都市、農村部を結びつける人的ネッ
トワークとして、国家の緩やかな人的統合を
促していたことを明らかにした。 
③都市共同体のアイデンティティと都市間コ
ミュニケーション・秩序 
中世中期以降、都市はコミュニケーション
の結節点となり、商業ネットワーク維持・水
陸通商路のコントロールは、都市間、諸勢力
間の紛争の際に争点となった。北中部イタリ
アにおいてヴェネツィアが関わる紛争の考察
からは、制裁手段としての「通商停止」が、
紛争解決をも導くコミュニケーション回路と
して用いられ、そうした経済的手段と武力手
段・外交交渉は密接な関係を有していたこと
が明らかにされた。また通行権はより広い地
域を結びつけるコミュニーションに関わる法
的権利であるため、上位権力が諸都市の特権
の一元的な管理を企てると紛争、対立の要因
となる。バポーム通過税を巡る王権と北仏都
市の断続的紛争の考察からは、経済・流通に

おける紛争的コミュニケーション世界の一端
が明らかになる。都市共同体内の秩序につい
ては、16 世紀にリヨネ地方の地方総督や総代
官職を占めたイタリア都市出身者を取り上げ、
彼らがリヨンで出身都市ごとに形成した自治
組織的な「結社」＝同郷団と都市社会との紛
争・コミュニケーション、市参事会との関係
が明らかにされた。また都市内のさまざまな
集団、あるいは外来の諸勢力間のコミュニケ
ーションの場として機能する公共空間は、紛
争を表象する場でもある。例えばイタリアの
ボローニャでは党派争いが激しく、都市支配
権も独自の僭主（シニョーレ）、教皇権、ミ
ラノのヴィスコンティ勢力などが入れ替わっ
たが、その都市景観の変遷は、この都市が経
験してきた紛争のなかでの自らのアイデンテ
ィティ形成とその表象を映し出す。そして 14
世紀末から、有力家門権力を象徴する建物が
大学や劇場に姿を変え、都市内のコミュニケ
ーションがモニュメントとして結実すること
が明らかにされた。 
④教会のあるべき秩序をめぐって 
ここではローマ・カトリック教会の普遍的
なヒエラルヒーを基盤とする組織とコミュニ
ケーション網が 13 世紀以後動揺するなかで、
正統信仰の確立とこれに齟齬する異端の創出、
地方伝統との調整、教皇・教会権力の政治的
利用、教会分裂を回避しようとする議論など
の問題が展開した。そこに教会・政治・社会
が相互に作用する広義のコミュニケーショ
ン・プロセスを見ることができる。普遍的な
ヒエラルヒー形成期における問題からは、ま
ず、フランス北部の 13 世紀における司教巡察
という新しいコミュニケーションの回路に着
目することにより、地方教会統治のありよう
の変化を明らかにした。南仏のカタリ派異端
の審問記録からは、異端審問官と在地住民と
の法廷内外のコミュニケーションの諸相が、
暴力、抑圧、抵抗、論争、説得、交渉などの
局面について明らかにされた。また異端審問
から普遍的なヒエラルヒー秩序の理想と在地
住民の現実社会とのズレが析出され、変容す
る地域社会における紛争とコミュニケーショ
ンのあり方についても光が当てられた。ブル
ゴーニュ公国の政治秩序については、君主と
有力都市・市民の対立的関係ばかりが強調さ
れてきたが、君主によるその一族の都市への
司教任命に着目することにより、教会と宗教
を新たな統治ファクターに加えた政治的コミ
ュニケーションの一面が明らかにされた。宗
教改革期の信仰問題では、その最終的解決策
とされた教会公会議が機能不全に陥ると、帝
国議会や種々の集会による討議など代替の方



策が模索された。その中で軍事衝突を経てや
がて、信仰問題の解決策と国内平和との分離
が図られるようになった。こうした交渉過程
から普遍的ヒエラルヒーという教会理念の変
化が読み取れるのである。 
⑤マイノリティ・他者とコミュニケーション・ 
秩序 
 ここでは異文化接触地域におけるコミュニ
ケーションの諸形態を扱った。クレタ島にお
けるギリシア系住民とヴェネツィア植民者の
関係は「分離的共生」と呼びうるが、首府カ
ンディアの民事法廷訴訟記録から、両者のパ
ートナーシップ、友人関係、雇用関係、及び
その破綻に際して、どのようにコミュニケー
ションが展開したのかを、より具体的に示し
た。12世紀の聖地国家（エルサレム王国）で
は少数支配者層である「フランク人」たちは、
圧倒的大多数のムスリムに対して在地の支配
システムを踏襲して安定をはかったが、では
王国をめぐる政情が激変する 13世紀におい
て、従来のフランク人とムスリムの政治的、
社会的コミュニケーションはどのようであっ
たのかについて、多面的な考察を加えた。14
世紀のルクセンブルク家支配下のチェコ王国
における貴族共同体の政治的発展と、「外国
人」とされるドイツ人貴族との対立は、チェ
コの国政に参加する貴族「共同体」を構成す
る家門にはドイツ系出自の家系も含まれ、そ
の中にはチェコ貴族と婚姻関係を結び、反国
王蜂起にも加わった家系も見出されることか
ら、貴族のエスニシティに規定された政治的
共同体としてのコミュニケーションとアイデ
ンティティに基づくものではなかったことを
確認し、そのような貴族共同体のアイデンテ
ィティを促した政治的コミュニケーションの
プロセスを明らかにした。 
   
 以上のようなコミュニケーションを軸とす
る研究成果により、中・近世ヨーロッパ史へ
の新しい有益なアプローチを示すことはでき
たが、これを総合して新たなヨーロッパ史像
を構築するには、いま少し研究の蓄積が必要
であろう。 
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